
件 名 東日本大震災による公共土木施設災害復旧事業　説明会　【野々下海岸】

日 時 平成24年11月27日（火）　18：30～19:30

場 所 大谷公民館

出 席 者 大谷東・大谷南地区住民　約40名

概 要 １．説明会の目的

２．主な質問・意見と回答

治山施設等災害復旧事業地元説明会に関する概要

　当該地区には３者（宮城県気仙沼土木事務所、気仙沼市建設部、宮城北部森林管理署）が、各々管理する
公共土木施設、道路、海岸防災林がありましたが、平成23年3月の大震災により甚大な被害を受けました。
　震災以降、災害復旧事業申請を行い、復旧施設の設計を進めておりましたが、その設計について概要がまと
まりましたので、地域住民の方々に災害復旧内容を説明し、各事業へのご理解・ご協力をお願いするもので
す。

①工事の完了はいつ頃？
　→平成27年度末を目標としています。

②できるだけ浜を残してほしいので、陸側へ施設を下げてほしい（＝セットバック）
　→新たに国有林を取得して事業を行うことは制度上難しいが、国有林内でのセットバックであれば検討させて
     いただきます。

③浜へ降りるための階段はつくられるのか？
　→緊急時の海側への出入りのためには階段が必要と考えており、設置を検討しています。

④工事用道路についてはどう考えているのか。市道を使うのであれば住民生活等への影響が大きい。
　→用地借り上げを含め、工事用仮設道路の設置を検討させていただきます

⑤仮設の波除提や被覆ブロックはそのまま残すのか？
→ブロックについては 根固めブロックとして転用を考えています 沖の仮波除提については撤去する予定で　→ブロックについては、根固めブロックとして転用を考えています。沖の仮波除提については撤去する予定で

     す。
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